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敗戦後の新生ドイツを望み見て
再建案を構想した人々
クライザウ・サークルとは、ナチに反対し、ドイツ敗戦を見越し
て戦後の再建構想を練った、ユンカーをはじめ、神父や牧師、
学者、労働運動指導者など、様々な人が参加したグループで
ある。彼らの大半はゲシュタポに逮捕され、死刑に処せられた。
本書は、この知られざる抵抗運動の中心人物であった法律家
ジェームズ・フォン・モルトケの人物像と思想、とりわけキリスト
教との関係を明らかにした労作。著者の遺作となった。
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